
健
康
食
材
の
一
翼
を
担
う
発
酵
食
品

21
世
紀
を
迎
え
健
康
・
長
寿
志
向
の
高
ま
り
が
み
ら
れ
る
。
人
間
誰
し
も
が

病
気
を
す
る
こ
と
な
く
、
精
一
杯
社
会
貢
献
を
し
、
豊
か
で
素
晴
ら
し
い
老
後

を
迎
え
る
こ
と
は
人
生
で
の
理
想
で
あ
ろ
う
。

健
康
の
礎
え
は
日
々
口
か
ら
取
り
入
れ
る
栄
養
に
あ
り
、
玄
米
・
菜
食
な
ど

食
物
の
選
択
が
健
康
維
持
に
い
か
に
重
要
か
が
全
世
界
的
に
見
直
さ
れ
て
き
て

い
る
。
世
界
の
３
大
健
康
食
は
、
中
華
料
理
・
和
食
・
地
中
海
料
理
と
さ
れ
、

そ
の
共
通
点
は
、
お
米
や
小
麦
な
ど
の
穀
類
に
加
え
、
魚
介
類
と
野
菜
で
あ
る
。

加
え
て
、
各
国
独
自
の
発
酵
食
材
が
そ
れ
ぞ
れ
彩
り
を
見
せ
て
い
る
。
日
本

で
は
酒
・
味
噌
・
醤
油
に
は
じ
ま
り
、
納
豆
、
お
酢
、
漬
物
、
中
国
で
は
老
酒
、

豆
鼓
、
西
洋
で
は
、
ワ
イ
ン
、
ビ
ー
ル
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
チ
ー
ズ
、
バ
ル
コ
ミ

ソ
酢
、
オ
リ
ー
ブ
や
キ
ュ
ウ
リ
の
ピ
ク
ル
ス
、
ザ
ウ
ア
ー
ク
ラ
ウ
ト
な
ど
枚
挙

に
暇
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る

科
学
的
に
解
明
さ
れ
た
納
豆
の
栄
養
効
果

発
酵
食
品
の
筆
頭
は
ヨ
ー
グ
ル
ト
・
チ
ー
ズ
で
あ
ろ
う
が
、

納
豆
は
東
洋
で
の
雄
で
あ
る
。
こ
こ
30
年
間
に
消
費
量
を
大

き
く
伸
ば
し
て
き
た
。
そ
の
理
由
は
、
西
日
本
地
域
で
愛
好

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
、
科
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に

よ
り
、
腸
内
環
境
維
持
、
カ
ル
シ
ウ
ム
代
謝
改
善
に
よ
る
骨

粗
鬆
症
防
止
、
血
栓
溶
解
作
用
に
よ
る
脳
梗
塞
、
心
筋
梗
塞

の
予
防
、
さ
ら
に
脳
神
経
機
能
賦
活
な
ど
が
次
々
に
解
明
さ

れ
て
き
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

栄
養
素
の
約
40
％
を
占
め
る
た
ん
ぱ
く
質
は
必
須
ア
ミ
ノ

酸
を
多
く
含
み
、
中
で
も
旨
味
の
本
体
「
グ
ル
タ
ミ
ン
酸
」

の
量
が
並
外
れ
て
多
く
、
美
味
し
さ
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

微
量
栄
養
素
で
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
、
ビ
タ

ミ
ン
K2
な
ど
代
謝
上
重
要
な
成
分
の
ほ
か
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、

リ
ン
、
鉄
、
亜
鉛
な
ど
ミ
ネ
ラ
ル
を
豊
富
に
含
ん
で
い
る
。

ま
た
、
近
年
更
年
期
障
害
や
乳
が
ん
予
防
で
注
目
さ
れ
て
い

る
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
、
強
い
抗
酸
化
作
用
を
持
つ
サ
ポ
ニ
ン
、

神
経
伝
達
物
質
の
合
成
に
欠
か
せ
な
い
レ
シ
チ
ン
の
ほ
か
、
ナ
ッ
ト
ウ
キ
ナ
ー

ゼ
な
ど
の
各
種
代
謝
酵
素
と
、
実
に
パ
ワ
フ
ル
な
食
べ
物
で
あ
る
。

大
豆
の
栄
養
価
が
発
酵
で
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

納
豆
は
、
栄
養
豊
富
な
「
畑
の
肉
」
大
豆
の
栄
養
素
と
発
酵
菌
と
の
合
体
に

よ
り
「
こ
の
上
な
い
健
康
食
品
」
と
な
っ
て
い
る
。
納
豆
に
は
、
麹
菌
に
よ
る

加
塩
発
酵
の
「
塩
納
豆
」
と
、
稲
藁
に
多
く
存
在
す
る
納
豆
菌
で
発
酵
さ
せ
た

「
糸
引
き
納
豆
」
の
２
種
類
が
あ
る
。
現
在
は
１
９
１
８
（
大
正
７
）
年
、
北
海

道
大
学
の
半
沢
洵
が
開
発
し
た
純
粋
培
養
の
納
豆
菌
が
種
菌
と
し
て
用
い
ら
れ

て
い
る
。
塩
納
豆
は
、
８
世
紀
こ
ろ
中
国
よ
り
伝
来
し
て
以
来
、
伝
統
的
に
お

寺
で
工
夫
し
保
存
食
と
さ
れ
た
も
の
で
、『
寺
納
豆
』
と
も
呼
ば
れ
る
。

発
酵
の
過
程
で
さ
ま
ざ
ま
な
酵
素
が
生
み
出
さ
れ
栄
養
価
が
高
ま
る
。
た
ん
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ぱ
く
分
解
酵
素
で
あ
る
プ
ロ
テ
ア
ー
ゼ
、
脂
肪
を
グ
リ
セ
リ
ン
と
脂
肪
酸
に
分

解
す
る
リ
パ
ー
ゼ
、
で
ん
ぷ
ん
を
分
解
す
る
ア
ミ
ラ
ー
ゼ
、
繊
維
質
を
糖
に
変

え
る
サ
ッ
カ
ラ
ー
ゼ
や
ラ
ク
タ
ー
ゼ
、
血
栓
を
溶
解
す
る
ナ
ッ
ト
ウ
キ
ナ
ー
ゼ
、

あ
る
い
は
ペ
ル
オ
キ
シ
ダ
ー
ゼ
や
Ｓ
Ｏ
Ｄ
（
ス
ー
パ
ー
オ
キ
シ
ド
デ
ス
ム
タ
ー

ゼ
）
な
ど
が
あ
る
。

ま
た
納
豆
菌
が
作
り
出
す
ビ
タ
ミ
ン
B2
（
発
酵
に
よ
り
大
豆
の
６
倍
に
）
ビ

タ
ミ
ン
Ｋ
（
大
豆
の
１
２
４
倍
）
や
、
Ｓ
Ｏ
Ｄ
と
い
う
活
性
酸
素
消
去
酵
素
は
、

体
が
活
動
す
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
燃
焼

す
る
際
発
生
す
る
活
性
酸
素
を
消
去
す
る
重

要
な
役
割
を
持
っ
た
酵
素
で
あ
る
。

そ
の
他
に
血
栓
を
溶
か
す
溶
解
酵
素
の
ナ

ッ
ト
ウ
キ
ナ
ー
ゼ
は
、
１
９
８
０
年
日
本
人

の
須
見
洋
行
氏
（
現
在
・
倉
敷
芸
術
科
学
大

学
生
命
科
学
部
学
部
長
）
が
、
心
筋
梗
塞
や

脳
血
栓
な
ど
の
血
栓
を
溶
解
す
る
薬
の
研
究

途
上
、
留
学
中
の
米
国
シ
カ
ゴ
で
発
見
、
食

品
に
含
ま
れ
る
血
栓
溶
解
酵
素
と
し
て
は
最

も
強
力
な
溶
解
剤
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
を
留
置
し
た

人
な
ど
で
、
血
栓
を
予
防
す
る
た
め
の
抗
凝

固
薬
（
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
）
を
服
用
中
の
人
は
、

納
豆
に
よ
り
出
血
傾
向
が
強
ま
る
の
で
食
べ

な
い
ほ
う
が
よ
い
。

納
豆
の
歴
史

縄
文
時
代
に
中
国
よ
り
稲
作
文
化
と
共
に

伝
来
し
た
大
豆
の
栽
培
は
、
弥
生
・
古
墳
時

代
に
本
格
化
し
た
。
飛
鳥
時
代
に
は
、
そ
の

こ
ろ
盛
ん
と
な
っ
た
飼
い
馬
に
煮
豆
を
飼
料

と
し
て
与
え
て
い
た
よ
う
だ
。
７
５
３
年
鑑

真
和
尚
が
入
朝
し
た
際
、
西
漢
時
代
か
ら
の
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大
豆
製
調
味
料
「
豆
鼓
」
を
も
た
ら
し
、
納
豆
の
原
型
が
成
立
し
た
と
さ
れ
る
。

納
豆
作
り
が
本
格
化
す
る
と
、
寺
の
納
所
で
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
「
納
豆
」
の
文
字
が
あ
て
ら
れ
た
。

平
安
時
代
、
奥
州
征
伐
時
（
後
三
年
の
役
、
１
０
６
０
年
頃
）
八
幡
太
郎
・

源
義
家
が
煮
豆
（
馬
飼
料
）
を
俵
に
詰
め
て
移
動
中
、
煮
豆
が
ほ
ど
よ
く
発
酵

し
、
食
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
義
家
が
そ
の
美
味
を
愛
で
た
と
言
わ
れ
る
。
江
戸

期
に
は
、
伊
達
政
宗
の
軍
団
（
米
沢
）
が
雪
割
納
豆
を
愛
好
し
、
駿
河
で
は
徳

川
家
康
が
遠
州
浜
名
の
大
福
寺
に
命
じ
て
浜
納
豆
を
作
ら
せ
た
。
水
戸
藩
で
は

納
豆
作
り
を
推
奨
し
、「
な
ん
ぞ
、
な
ん
ぞ
、
糸
ひ
く
は
な
ん
ぞ
」
の
な
ぞ
か
け

わ
ら
べ
唄
が
あ
る
。
今
で
は
、
水
戸
納
豆
は
明
治
22
年
創
業
の
「
天
狗
納
豆
」

が
名
を
残
し
て
い
る
。

江
戸
時
代
に
は
「
毒
消
し
」

納
豆
菌
は
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
乳
酸
菌
と
同
様
、
細
菌
を
撲
滅
す
る
強
力
な
抗
菌

作
用
を
持
っ
て
い
る
。
前
述
の
須
見
氏
の
行
っ
た
実
験
で
は
、
Ｏ
１
５
７
大
腸

菌
の
繁
殖
が
納
豆
菌
で
完
全
に
抑
え
ら
れ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
（
図
１
）。

グ
ラ
フ
を
み
る
と
、
Ｏ
１
５
７
大
腸
菌
の
菌
数
が
納
豆
を
摂
取
し
た
24
時
間
後

に
は
、
10
万
分
の
１
に
減
少
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。

江
戸
期
の
『
本
朝
食
鑑
』
で
は
「
納
豆
は
毒
消
し
で
、
食
欲
を
湧
か
せ
る
」

と
し
、
腹
下
し
に
は
納
豆
を
ぬ
る
ま
湯
で
溶
い
て
そ
の
上
澄
み
を
の
ま
せ
た
。

関
東
大
震
災
の
と
き
も
納
豆
が
伝
染
病
の
蔓
延
を
相
当
程
度
防
い
だ
も
の
と
思

わ
れ
、
戦
前
の
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
コ
レ
ラ
や
チ
フ
ス
、
赤
痢
な
ど
の
対
策

に
納
豆
療
法
が
研
究
さ
れ
た
。
ま
た
、
現
在
も
胞
子
で
生
き
残
る
性
質
を
利
用

し
た
ド
ラ
イ
納
豆
を
海
外
旅
行
の
必
需
品
に
し
て
い
る
人
も
見
ら
れ
る
。

1 
2 
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4 
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6 

7 

ビ
 タ
 ミ
 ン
 Ｋ
 

パ
 ン
 ト
 テ
 ン
 酸
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葉
 　
 酸
 

イ
 ソ
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カ
 ル
 シ
 ウ
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消
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図１　大豆と納豆との栄養くらべ 

大豆の各栄養素の栄養価を１とした場合の 、 
納豆の栄養価（数字は倍率 ） 

筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

済
陽
　
高
穂
（
わ
た
よ
う
　
た
か
ほ
）
氏

西
台
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
、
浦
和
・
三
愛
病
院
研
究
所
長
。

ガ
ン
の
食
事
療
法
の
研
究
・
普
及
に
力
を
注
い
で
い
る
。

著
書
に
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
今
あ
る
ガ
ン
が
消
え
て
い
く

食
事
』（
マ
キ
ノ
出
版
）
な
ど
。



エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
元

運
動
や
精
神
活
動
の
素
に
な
る
人
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
炭
水
化
物
、
脂
肪
、

た
ん
ぱ
く
質
な
ど
の
栄
養
素
が
分
解
さ
れ
、
細
胞
内
の
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
の
ク

エ
ン
酸
回
路
で
代
謝
さ
れ
て
Ａ
Ｔ
Ｐ
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
作
ら
れ
て
発
生
す

る
。
お
酢
の
中
に
含
ま
れ
る
ク
エ
ン
酸
、
酢
酸
あ
る
い
は
リ
ン
ゴ
酸
な
ど
は
す

べ
て
こ
の
回
路
に
組
み
込
ま
れ
る
わ
け
で
、
お
酢
は
莫
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大

元
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
激
し
い
運
動
や
重
労
働
の
後
に
飲
む
お
酒
は
美

味
し
い
ば
か
り
で
な
く
、
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
補
給
源
と
な
る
。
と
い
う
の
は
、

ア
ル
コ
ー
ル
は
お
も
に
肝
臓
で
分
解
さ
れ
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
を
経
て
酢
酸
と

な
り
、
最
後
に
は
筋
肉
や
心
臓
、
腎
臓
な
ど
に
お
い
て
水
と
二
酸
化
炭
素
（
炭

酸
ガ
ス
）
に
分
解
さ
れ
る
。
運
動
中
で
は
酢
酸
は
ケ
ト
ン
体
と
同
様
に
活
発
に

代
謝
さ
れ
る
。
運
動
後
し
ば
ら
く
は
筋
肉
の
代
謝
は
盛
ん
な
の
で
、
お
酒
か
ら

の
酢
酸
は
ど
ん
ど
ん
使
わ
れ
て
蓄
積
し
な
い
。

む
し
ろ
こ
の
時
に
お
酢
を
摂
取
す
る
と
筋
肉
内
で
の
ク
エ
ン
酸
回
路
を
賦
活

し
、
Ａ
Ｔ
Ｐ
を
作
り
だ
す
た
め
、
疲
労
が
回
復
す
る
こ
と
に
な
る
。
お
酒
や
お

酢
は
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
食
品
と
い
え
る
。

パ
ス
ツ
ー
ル
の
発
見

お
酢
は
人
類
が
作
り
出
し
た
も
っ
と
も
古
い
調
味
料
の
１
つ
で
、
お
よ
そ
４

０
０
０
〜
５
０
０
０
年
の
歴
史
が
あ
る
が
、
お
酢
を
も
た
ら
す
酢
酸
菌
の
働
き

を
解
明
し
た
の
は
19
世
紀
、
フ
ラ
ン
ス
の
国
家
的
英
雄
と
讃
え
ら
れ
る
、
大
科

学
者
ル
イ
・
パ
ス
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
彼
は
ワ
イ
ン
業
者
か
ら
依
頼
さ
れ
て
、
ワ

イ
ン
が
酸
っ
ぱ
く
な
ら
な
い
研
究
を
行
っ
た
。
お
酢
は
エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
が

酸
化
さ
れ
て
酢
酸
と
な
っ
て
作
ら
れ
る
。
ア
ル
コ
ー
ル
濃
度
の
低
い
酒
類
の
表

面
に
酢
酸
菌
の
薄
い
膜
が
で
き
、
そ
の
菌
の
働
き
で
酢
酸
が
で
き
る
こ
と
を
１

８
６
４
年
に
突
き
止
め
た
。
そ
し
て
酢
酸
菌
の
生
化
学
的
酸
化
作
用
を
抑
制
し

て
ワ
イ
ン
の
酸
化
防
止
に
寄
与
し
、
今
日
の
フ
ラ
ン
ス
ワ
イ
ン
の
隆
盛
を
築
い
た
。

食
酢
の
分
類
は
原
材
料
に
し
た
が
っ
て
、
主
に
穀
物
酢
、
果
実
酢
、
そ
の
他

の
醸
造
酢
、
合
成
酢
に
分
類
さ
れ
る
（
表
１
）。
お
酢
の
主
成
分
は
酢
酸
で
、
そ

の
ほ
か
、
ク
エ
ン
酸
、
リ
ン
ゴ
酸
、
コ
ハ
ク
酸
、
酒
石
酸
な
ど
の
有
機
酸
、
カ

リ
ウ
ム
（
果
実
酢
に
多
い
）、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
、
ナ
イ
ア
シ
ン
な
ど
が
含
ま
れ
て

い
る
。
近
年
、
健
康
食
品
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
黒
酢
、
も
ろ
み
酢
な
ど
は
、

米
酢
な
ど
に
比
べ
て
各
種
ア
ミ
ノ
酸
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
、
ク
エ
ン
酸
の
健
康

効
果
を
補
強
し
て
い
る
と
い
え
る
。

お
酢
で
血
液
サ
ラ
サ
ラ

お
酢
に
は
、
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
酸
化
を
防
ぐ
作
用
も
あ
る
。
揚
げ
物

の
摂
取
や
喫
煙
に
よ
り
血
液
内
に
余
分
な
脂
質
や
活
性
酸
素
が
増
え
る
と
、
白

血
球
の
表
面
粘
度
が
高
ま
り
、
赤
血
球
の
弾
力
が
失
わ
れ
て
、
血
液
が
ド
ロ
ド

ロ
と
な
り
、
血
流
が
悪
く
な
る
。
そ
れ
に
つ
れ
て
血
管
壁
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

が
付
着
す
る
と
、
動
脈
硬
化
が
進
む
。
お
酢
に
含
ま
れ
る
ク
エ
ン
酸
は
、
こ
の

悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
分
解
し
た
り
酸
化
を
防
い
だ
り
し
て
減
少
さ
せ
、
か

つ
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
増
や
し
て
く
れ
る
。
血
流
が
サ
ラ
サ
ラ
に
な
る
と
、

体
の
隅
々
ま
で
新
陳
代
謝
も
改
善
す
る
の
で
あ
る
。

お
握
り
に
隠
し
酢

日
本
古
来
の
料
理
に
「
寿
司
」
が
あ
る
。
握
り
寿
司
の
賞
味
期
限
は
数
時
間

で
、
こ
れ
は
上
に
の
っ
て
い
る
ト
ロ
や
ウ
ニ
な
ど
の
ネ
タ
の
限
界
に
よ
る
。
お

酢
の
殺
菌
作
用
を
利
用
し
て
、
酢
飯
や
酢
の
物
に
す
る
こ
と
で
半
日
か
ら
１
日

程
度
の
保
存
性
が
増
す
。
事
実
市
販
の
オ
ニ
ギ
リ
な
ど
に
は
２
％
程
度
の
ご
く

わ
ず
か
な
お
酢
が
加
え
ら
れ
て
い
て
、
18
時
間
の
防
腐
効
果
が
認
め
ら
れ
て
い

る
。
人
間
の
味
覚
や
嗅
覚
で
識
別
で
き
る
お
酢
の
濃
度
は
３
％
以
上
で
あ
り
、

隠
し
味
的
効
果
で
防
腐
作
用
を
得
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
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済陽　高穂  

「驚くべき発酵パワー その2　お酢」 
健康と食事 



名
古
屋
大
学
の
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
Ｏ
１
５
７
に
対
す
る
抗
菌
効
果
な
ど
の

研
究
に
よ
る
と
、
大
腸
菌
に
対
し
て
は
静
菌
効
果
（
細
菌
の
発
育
や
増
殖
を
阻

止
）
は
高
い
が
抗
菌
作
用
は
顕
著
で
は
な
い
も
の
の
、
大
腸
菌
以
外
の
ぶ
ど
う

球
菌
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
、
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
、
生
の
鶏
肉
に
多
い
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク

タ
ー
な
ど
に
対
す
る
殺
菌
効
果
が
著
し
い
（
表
２
）。
こ
れ
ら
は
酢
酸
濃
度
０
・

１
％
か
ら
効
果
が
得
ら
れ
、
濃
度
が
増
す
ほ
ど
ま
た
食
塩
を
併
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
抗
菌
効
果
が
強
く
な
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

〆
鯖
、
酢
の
物
、
酢
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
、
ピ
ク
ル
ス
な
ど
は
保
存
性
に
優
れ
た
調
理

法
と
い
え
る
。

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
も
着
目
し
た
酢
の
効
用

約
５
０
０
０
年
前
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
で
は
お
酢
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
十
戒
で

有
名
な
モ
ー
ゼ
（
紀
元
前
13
世
紀
）
は
、
出
エ
ジ
プ
ト
の
際
お
酢
を
利
用
し
、

古
代
エ
ジ
プ
ト
の
美
女
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
は
美
容
の
た
め
お
酢
を
（
真
珠
を
入
れ

て
）
常
飲
し
た
と
い
う
。
医
学
の
祖
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
は
、
お
酢
の
殺
菌
作
用
に

着
目
し
、
咽
頭
・
気
管
支
炎
、
疥
癬
、
狂
犬
の
噛
み
傷
の
手
当
て
な
ど
に
用
い
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た
。
聖
書
に
も
、
十
字
架
に
架
け
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
は
、
酸
っ
ぱ
い
ぶ
ど
う
酒

を
飲
ん
で
息
を
引
き
取
っ
た
と
あ
る
（
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
）。
日
本
に
は
応

神
天
皇
の
御
世
（
紀
元
４
世
紀
こ
ろ
）、
お
酒
が
大
陸
か
ら
伝
播
し
た
の
と
一
緒

に
お
酢
も
伝
え
ら
れ
た
と
の
記
録
（
古
事
記
）
が
あ
る
。
わ
が
国
で
よ
く
用
い

ら
れ
る
米
酢
は
『
延
喜
式
』（
９
２
７
年
）
に
も
記
載
さ
れ
て
お
り
、
平
安
時
代

に
は
近
畿
・
阪
南
地
方
で
さ
か
ん
に
作
ら
れ
、
和
泉
酢
あ
る
い
は
唐
酢
と
呼
ば

れ
た
。
戦
国
時
代
に
焼
酎
が
伝
来
し
て
　
し
ば
ら
く
後
に
、
鹿
児
島
県
福
山
町

で
甕
酢
が
作
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
中
国
の
香
酢
と
同
様
米
の
天
然
発
酵
に
よ
る

熟
成
し
た
も
の
で
、
天
然
ア
ミ
ノ
酸
を
豊
富
に
含
む
「
黒
酢
」
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
。
木
村
秋
則
さ
ん
の
『
奇
跡
の
リ
ン
ゴ
』
も
農
薬
の
代
わ
り
に
お
酢

を
防
虫
剤
と
し
て
利
用
し
て
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。

英
語
のVinegar

は
、
ワ
イ
ン
（
ラ
テ
ン
語
のVino

）
と
酸
っ
ぱ
い
（Agier

）

の
造
語
で
あ
る
。
漢
字
の
酢
は
、
熟
成
を
表
す
「
酉
」
を
用
い
て
、
口
を
す
ぼ

め
る
（
狭
窄
）
ほ
ど
酸
っ
ぱ
い
も
の
と
い
う
意
味
を
表
し
て
い
る
。

筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

済
陽
　
高
穂
（
わ
た
よ
う
　
た
か
ほ
）
氏

西
台
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
、
浦
和
・
三
愛
病
院
研
究
所
長
。

ガ
ン
の
食
事
療
法
の
研
究
・
普
及
に
力
を
注
い
で
い
る
。

著
書
に
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
『
今
あ
る
ガ
ン
が
消
え
て
い
く

食
事
』（
マ
キ
ノ
出
版
）
な
ど
。

石
川
県
美
川
町
や
金
沢
周
辺
・
能
登
な
ど
の
伝
統
珍
味
に
、
猛
毒
の

ふ
ぐ
卵
巣
を
糠
に
漬
込
み
毒
を
抜
い
た
食
材
『
ふ
ぐ
卵
巣
の
糠
漬
け
』

が
あ
る
の
に
は
脅
か
さ
れ
る
。

原
料
の
卵
巣
を
１
年
間
塩
漬
け
し
た
後
、
味
噌
糠
に
３
〜
４
年
漬
込

む
こ
と
で
、
こ
の
期
間
に
猛
毒
テ
ト
ロ
ド
キ
シ
ン
が
、
糠
味
噌
１
グ
ラ

ム
あ
た
り
10
億
個
以
上
生
息
す
る
乳
酸
菌
や
酵
母
菌
な
ど
の
微
生
物
に

よ
り
完
全
に
分
解
さ
れ
て
し
ま
う
も
の
で
、
烏
魚
子(

か
ら
す
み)

の
風
味

に
似
て
美
味
・
絶
品
で
あ
る
。

サ ル モ ネ ラ 属 菌 

ぶ ど う 球 菌 

ボ ツ リ ヌ ス 菌 

腸 炎 ビ ブ リ オ 

腸 管出 血性大腸 菌 

そ の 他 の 大腸 菌 

セ レ ウ ス 菌 

カ ン タ ピロ バ ク タ ー ・ ジ ェ ジ ュ ニ / コ リ 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

◎ ◎ 

◎ ◎ 

○ × 

◎ ◎ 

◎ ○ 

◎ ○ 

◎ × 

◎ ◎ 

表 ２ 　 食 中 毒 菌 に 対 す る 食 酢 の 抗菌効果 

静菌効 果 殺菌効 果 
食 中 毒 菌 

（食品衛生法規 定 ） 

◎ ＝ 著 し い 効 果 あ り 、 ○ ＝ 効 用レ ベ ル で 利 用 可 能 な 効 果 あ り 、 × ＝ 効果 認 め ら れ ず 

表 1　J A S 規 格 に よ る お 酢 の 種 類 

食
 
酢
 

醸
 造
 酢
 

合
 成
 酢
 

分 類 主原 料 の 使 用 量 

穀物 酢 

果実 酢 

醸造 酢 

合成酢 

穀物 酢・ 果実酢以 外 の 醸造 酢 

醸造 酢 の 使 用 割 合 が 6 0 ％ 以 上 で あ る こ と 
（業務 用 は 4 0 ％ 以 上 ） 

穀 物 の 使 用 量 が １ 　 中 4 0 g 以 上 の も の 

穀物 酢 で あ っ て 、 米 の 使 用 量 が １ 　 中 4 0 g 以 上 
使 用 し た も の 

果 実 の 搾 汁 の 使 用 量 が １ 　 中 30 0 g 以 上 の も の     

果実 酢 で あ っ て リ ン ゴ の 搾 汁 の 使 用 量 が 
１ 　 中 30 0 ｇ 以上 使 用 し た も の 

果実 酢 で あ っ て ブ ド ウ の 搾 汁 の 使 用 量 が 
１ 　 中 30 0 ｇ 以上 使 用 し た も の 

穀 物 酢 

果 実 酢 

醸 造 酢 

リ ン ゴ 酢 

ブ ド ウ 酢 

米   酢 




